
ジ
ロ
ー
社
長
　
　
　
　
　
（
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
）
　
　
村
田
　
二
郎
氏

機
器
レ
ン
タ
ル
で
存
在
感
自
社
製
品
で
差
別
化
橋
梁
・
建
設

トップインタビュー

　
む
ら
た
・
じ
ろ
う
　

年

昭

村
田
工
具
を
創
業
、
機

械
工
具
の
個
人
営
業
を
始
め
る
。

年
ジ
ロ
ー
商
会

現
ジ
ロ

ー

設
立
。
奈
良
県
出
身
、

歳
。

　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
ジ
ロ

ー

大
阪
市
西
区
、
０
６
・
６

５
４
１
・
５
４
９
６

は
、
鉄

骨
構
造
物
や
橋
梁
の
建
設
工
事

向
け
機
器
の
レ
ン
タ
ル
業
を
主

力
と
す
る
。
ボ
ル
ト
締
め
付
け

電
動
工
具
「
シ
ャ
ー
レ
ン
チ
」

の
取
り
扱
い
で
事
業
基
盤
を
築

い
た
。
現
在
は
全
国

営
業
拠

点
を
構
え
て
お
り
、
年
商
は
約

億
円
。
９
月
に
創
業

周
年

の
節
目
を
迎
え
る
。
村
田
二
郎

社
長
に
現
状
や
展
望
な
ど
を
聞

い
た
。

大
阪
・
広
瀬
友
彦

◇

　
―
現
在
の
景
況
感
を
ど
う
見

て
い
ま
す
か
。

　
「
安
倍
晋
三
政
権
の
経
済
政

策

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

効
果
の

ほ
か
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
が
決
ま
っ
て
以
降
は

景
気
が
持
ち
直
し
て
き
た
よ
う

に
感
じ
て
い
る
。
一
方
、
身
を

置
い
て
い
る
建
設
・
橋
梁
業
界

の
競
争
は
厳
し
い
。
他
社
と
の

差
別
化
を
徹
底
し
、
当
社
に
し

か
な
い
商
品
の
開
発
に
力
を
入

れ
る
こ
と
が
重
要
だ
」

　
―
メ
ー
カ
ー
機
能
を
強
化
し

て
い
ま
す
ね
。

　
「

年
に
専
門
人
材
を
採
用

し
、
開
発
部
を
設
置
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
建
設
・
橋
梁
機
器
の

レ
ン
タ
ル
業
を
事
業
の
柱
と
位

置
づ
け
る
が
、
差
別
化
す
る
に

は
独
自
商
品
の
開
発
が
求
め
ら

れ
る
。
現
場
の
ユ
ー
ザ
ー
の
声

を
聞
き
、
橋
梁
工
事
で
使
う
吊つ

り
ピ
ー
ス
除
去
切
断
機
や
建
設

工
事
で
最
適
な
穴
を
開
け
る
リ

ー
マ
な
ど
の
工
具
類
を
設
計
・

開
発
し
た
。
約

種
類
の
自
社

製
品
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。
特
許
３
件
、
意
匠
登
録
・

実
用
新
案

件
を
取
得
し
た
。

現
在
、
売
上
高
の

％
を
自
社

商
品
が
占
め
て
い
る
」

　
―
建
築
物
の
老
朽
化
に
対
す

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
も
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
「
橋
梁
や
鉄
塔
な
ど
の
補
修

需
要
は
伸
び
る
。
当
社
も
力
を

入
れ
る
。
ボ
ル
ト
の
差
し
替
え

作
業
で
も
最
適
な
補
修
工
事
が

で
き
る
機
器
を
そ
ろ
え
て
提
案

す
る
」

　
―
創
業

周
年
を
迎
え
ま

す
。
改
め
て
思
う
こ
と
は
。

　
「

歳
で
商
売
を
始
め
て

年
、
高
炉
メ
ー
カ
ー
が
開
発
し

た
高
力
ボ
ル
ト
を
締
め
付
け
る

電
動
工
具

シ
ャ
ー
レ
ン
チ

の
レ
ン
タ
ル
に
参
入
し
て

年

に
な
る
。
参
入
当
時
は
西
日
本

地
区
を
任
さ
れ
、
瀬
戸
大
橋
な

ど
の
大
型
橋
梁
工
事
を
手
が
け

て
軌
道
に
乗
せ
た
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
も
含
め
て
必
死
に
ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄
積
し
た
。
今
は
シ
ャ
ー

レ
ン
チ
関
連
で
も
知
名
度
が
高

い
」

　
―
次
代
を
見
据
え
た
後
継
者

育
成
は
。

　
「
娘
婿
２
人
が

年

月
、

年
１
月
に
相
次
い
で
入
社
し

た
。
年
齢
は

歳
と

歳
で
、

こ
れ
か
ら
は
２
人
で
社
員
と
と

も
に
力
を
合
わ
せ
当
社
を
引
っ

張
っ
て
ほ
し
い
。
２
人
以
外
に

も
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
が
あ
る
社

員
に
経
営
者
感
覚
を
身
に
付
け

さ
せ
た
い
。
現
在

人
の
社
員

一
人
ひ
と
り
を
し
っ
か
り
と
教

育
す
る
」

オフィス・コンシェルジェに庚伸・宮澤敏社長　�

好
奇
心
と
負
け
ず
嫌
い
が
行

動
力
の
源
泉

と
宮
澤
社
長

　
「
私
た
ち
は
オ
フ
ィ
ス
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ェ
を
目
指
し
ま
す
」
。
庚
伸
の
従

業
員

人
の
名
刺
の
裏
に
、
こ
の
言
葉

を
記
載
し
て
い
る
。
「
オ
フ

ィ
ス
に
関
す
る
困
り
ご
と
な

ら
全
て
お
任
せ
く
だ
さ
い
」

と
い
う
姿
勢
を
表
し
て
い

る
。

　
庚
伸
は
主
に
中
小
企
業
を

対
象
に
し
て
複
合
機
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
、
電

話
機
の
販
売
か
ら
基
幹
系
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

Ｈ
Ｐ

制
作
、
人

材
派
遣
ま
で
手
が
け
て
い

る
。
顧
客
は
約
４
０
０
０
社

で
、
東
京

区
を
カ
バ
ー
し

て
い
る
。
１
９
９
０
年
の
設

立
以
来
、
ド
ミ
ナ
ン
ト

地

域
支
配

戦
略
を
推
し
進

め
、
地
域
密
着
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
て
い
る
。

　
こ
の
戦
略
に
は
理
由
が
あ

る
。
機
器
販
売
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
顧
客

と
の
長
い
付
き
合
い
の
決
め
手
に
な

る
。
む
や
み
や
た
ら
と
営
業
範
囲
を
広

げ
る
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
お
ろ
そ
か
に

な
り
売
り
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
る
。
設
立
当
時
、
業
界
全

体
で
売
り
っ
ぱ
な
し
が
横
行
し
て
い

た
。
し
か
し
、
私
は
こ
れ
に
疑
問
を
感

じ
て
い
た
。
頻
繁
に
顧
客
の
も
と
に
顔

を
出
し
、
オ
フ
ィ
ス
の
困
り
ご
と
に
耳

を
傾
け
、
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
解
決

し
、
最
良
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
り
た
い

と
考
え
て
い
た
。

　

年
代
は
Ｏ
Ａ
機
器
業
界
を
取
り
巻

く
事
業
環
境
が
激
し
く
変
化

し
た
。

年
代
前
半
ま
で
販

売
の
決
め
手
は
、
売
り
手
と

買
い
手
と
の
知
識
や
情
報
の

差
だ
っ
た
。
売
り
手
の
ほ
う

が
製
品
情
報
を
持
っ
て
お

り
、
顧
客
の
関
心
を
引
き
つ

け
て
い
た
。
だ
が
、

年
代

後
半
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

普
及
す
る
と
、
こ
の
関
係
が

壊
れ
た
。
買
い
手
も
ネ
ッ
ト

で
情
報
を
収
集
し
や
す
く
な

り
、
関
係
を
再
構
築
す
る
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
変
革

を
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で

コ
ピ
ー
機
は
文
房
具
店
、
電

話
機
は
通
信
機
器
店
、
パ
ソ

コ
ン
は
シ
ス
テ
ム
会
社
が
販

売
し
て
い
た
。
だ
が
、
こ
れ

ら
全
て
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

さ
れ
た
た
め
、
各
販
売
店
が
専
門
外
の

製
品
に
ま
で
手
を
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
。
こ
れ
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「
オ

フ
ィ
ス
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ェ
」
を
掲
げ
た
背
景
に
あ

る
。

　
こ
の
間
、
オ
フ
ィ
ス
関

連
事
業
は
堅
調
に
推
移
し

て
い
る
。
従
業
員
に
対
し

て
「
仕
事
の
際
、
物
事
と

自
分
自
身
を
細
か
く

因

数
分
解

し
て
か
ら
臨

め
」
と
言
っ
て
い
る
。
私

自
身
を
分
解
す
る
と
「
旺

盛
な
好
奇
心
」
と
「
負
け

ず
嫌
い
」
に
つ
き
る
。
こ

れ
が
行
動
力
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

全
３
回

自
社
製
品
開
発
に
力
新
潟
進
展
工
業

　新潟産業人クラブの進展工業（新
潟市西区、長谷川豊之社長、

）は、上下水道設備、空調設
備、環境プラントの施工・点検・保
守を手がけている。長谷川弘顧問は
「公共事業の減少や景気の波の影響
を小さくするため、自社製品の開発
に力を入れている」と、オンリーワ
ン製品に胸を張る。
　最初に開発したのは 年発売の
床暖房畳「小春日和」。畳の芯材に
銅線を縫い込み、安全・省エネを実
現した。現在も受注を続けている。
二つ目は米どころのメリットを生か
して開発し、 年に発売したもみ殻
炭オイル吸着材「オイルワイパー
写真」。工場などのオイル流出事故
の際、被害を最小限に抑える。日本
消防設備安全センターの推奨認定も
受けている。
　オイルワイパーを進化させて親水

性を持たせた液体吸着材「ロードワ
イパー」は、交通事故の現場などで
漏れた液体を回収し、二次災害を防
ぐ。また浄水場などの貯水池に混入
した極薄の油膜除去に力を発揮する
水面油膜吸着材「オイルリムーバ」
は「 （マイクロは 万分の
１）の油膜除去効果を認められ、新
潟市内の浄水場５カ所で採用されて
いる」。展示会に出展してアピール
しており、自社製品が売上高の１割
超を占めるまで成長した。これから
も新製品開発の挑戦を続ける。

ビ
ル
再
生
事
業
展
開
長
野
ア
ド
イ
シ
グ
ロ

　長野産業人クラブのアドイシグ
ロ（長野市、石黒ちとせ社長、

）は、ビル再生事業を本
格化する。老朽化したビルを壊さ
ずにリノベーション（改修）し、
ビンテージビル として新たな価
値を加えてよみがえらせる。すで
に本社隣に所有する築 年になる
共同住宅の３室を改修したが、７
月からの１年間でさらに４室を改
修する予定。 年７月以降は自
社ビル以外の長野市内のビル再生
にも乗り出す方針だ。
　長野県は冬季五輪後の経済停滞
が響き、全国的にも賃貸空室率が
高い。長野市街でも空室のあるビ
ルが目立ち、街の活性化の課題に
なっている。同社は福岡県を中心
に活動するスペースＲデザイン
（福岡市中央区）と連携し、看板
製作で蓄積したデザイン力を生か

せて地域に根ざした街づくりにも
貢献できる新規事業としてビル再
生事業に参入した。
　プロジェクトに関連したイベン
トも開いて情報発信している。共
同住宅を見学するツアーや体験型
ワークショップなどを開催。３月
のトークイベント（写真）には行
政関係者ら 人が集まった。
　 日に共同ビルの築 年を祝う
生誕祭 も開く計画だ。また同社
が事務局になっている「長野賃貸
オーナー井戸端ミーティング」を
通じて地域の活性化に貢献する。

７－８月の予定
７　月

　

　◇４日（金）―５日（土）埼玉産
業人クラブ・ＴＤＵ産学交流会「福
島方面へ一泊研修会」（林精機製
造、産業技術総合研究所福島再生可
能エネルギー研究所）
　◇８日（火）群馬産業人クラブ「
年度定時総会＆記念講演会『グロ

ーバル・ニッチトップ企業論』講師
／細谷祐二経済産業省地域政策研究
官」（前橋市、前橋商工会議所）
　◇８日（火）茨城産業人クラブ「
年度定時総会＆講演会『ベトナム

における日中韓の比較～ハノイ駐在
経験から感じたこと～』講師／西川
壮太郎日本貿易振興機構茨城貿易情
報センター所長」（茨城県水戸市、
三の丸ホテル）
　◇９日（水）埼玉産業人クラブ
「第８回親睦ゴルフ大会」（埼玉県
入間市、武蔵カントリークラブ豊岡
コース）
　◇ 日（木）多摩産業人クラブ
「会員交流会『会員企業の工場見学
＆金属加工・切削、板金加工勉強
会』」 東京都羽村市 町田市
　◇ 日（木）大分産業人クラブ
「大分県産業科学技術センター見学
＆支援事例紹介」（大分市、大分県
産業科学技術センター）
　◇ 日（水）東京産業人クラブ女
性部会「７月例会『野村グループの
ビジネスと野村信託銀行について』
講師／眞保智絵野村信託銀行社長」
（東京都千代田区、ＫＫＲホテル東
京）
　◇ 日（木）― 日（金）掛川産
業人・新潟産業人クラブ共催「新潟
県産業１泊研修会＆交流会」（ピー
アールシー、佐文工業所、諏訪田製
作所、スノーピーク、五十嵐邸・
結）
　◇ 日（金）東京産業人クラブ
「若手地域間交流会」（東京都台東
区、伊豆栄梅川亭）　
　◇ 日（火）埼玉産業人クラブ
「清水勇人さいたま市長を囲む懇談
会」（さいたま市浦和区、彩懐石う
らわ高砂）
　◇ 日（水）東京産業人クラブ・
東京産学交流会「７月定例会『新規
客獲得のためのＷｅｂ活用セミナ
ー』講師／阿部義広フラットコード
社長」（東京都大田区、ハロー貸会
議室蒲田）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ西
部支部「埼玉西部地区ビジネスセミ
ナー＆懇親会　『企業人の安全と安
心』講師／光真章元警視庁捜査一課
長、椎葉究東京電機大学理工学部教
授」（川越市、川越プリンスホテ
ル）
　◇ 日（水）大阪産業人クラブ女
性部会「納涼川床交流会」（京都市
北区、洛雲荘）

　◇ 日（木）― 日（土）中国四
国産業人・四国産業人クラブ共催
「北海道工場見学会＆秘湯の旅、懇
親ゴルフ大会」（カルビー北海道工
場、サッポロビール北海道工場ほ
か、秘湯「湯元湧駒荘 旭川国際カ
ントリークラブ
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「納涼例
会」（埼玉県寄居町、割烹旅館京
亭）
　◇ 日（月）大分産業人クラブ
「テクノカフェ大分」（大分市、大
分大学）
　◇ 日（火）埼玉産業人クラブ・
埼玉ビジネス研究会「じっくり訪問
シリーズ第 弾『島津創業記念
館』」（京都市中京区）
　◇ 日（火）― 日（水）名古屋
産業人・岐阜産業人クラブ共催「
年産業人カップゴルフ大会　前夜祭
＆大会」（長野県木曽町、御岳ゴル
フ＆リゾートホテル）
　◇ 日（水）神奈川産業人クラブ
「 年度第１回勉強会『記者の視
点から広報を考える―実践企業広報
講座』講師／糸永正行日刊工業新聞
社横浜総局長」（横浜市中区、神奈
川中小企業センタービル）
　◇ 日（水）九州・山口産業人ク
ラブ「７月度会員交流会＆講演会
『長寿経営の秘けつ～百年企業に学
ぶ』講師／竹本祐介日刊工業新聞社
取締役編集局長」（福岡市博多区 博
多エクセルホテル東急
　

８　月
　

　◇４日（月）埼玉産業人クラブ
「東部地区経済講演会ｉｎ越谷『大
森機械のグローバル戦略・人づく
り』講師／大森利夫大森機械工業社
長、『中核市実現に向けた取り組
み』講師／高橋努越谷市長」（埼玉
県越谷市、越谷コミュニティーセン
ター）
　◇４日（月）山形産業人クラブ「
年度定時総会＆山形県知事を囲む

産官懇談会」（山形市、パレスグラ
ンデール）
　◇５日（火）東京産業人クラブ・
東京産学交流会「８月定例会『腹落
ちして本気で行動する組織の創り
方』講師／平尾貴治シー・シー・ア
イ取締役」（東京都大田区、蒲田月
村ビル）
　◇６日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会『埼玉県の産業労働政策に
ついて』講師／山中融埼玉県産業労
働部長」（さいたま市浦和区、日刊
工業新聞社さいたま総局会議室）
　◇ 日（木）埼玉産業人クラブ
「『ものづくり企業経営革新ｉｎ川
口』講師／土田浩日本銀行調査統計
局調査主幹、奥ノ木信夫川口市長」
（埼玉県川口市、川口商工会議所会
議室）
　◇ 日（水）茨城産業人クラブ
「行政幹部らとの残暑払い」（茨城
県水戸市、中川楼）

「
モ
ノ
消
費
」
か
ら
「
コ
ト
消
費
」
へ
奥
井
元
ハ
ー
レ
ー
社
長
講
演
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

工
具
１
本
か
ら
受
注
Ｏ
Ｓ
Ｇ
八
名
工
場
見
学
名
古
屋
・
岐
阜
産
業
人
ク
ラ
ブ

年
産
能
力
万
台
富
士
重
矢
島
工
場
訪
問
埼
玉
・
Ｔ
Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

新
入
会
員

（ ） 　　 ２０１４年 平成２６年 ７月４日 金曜日 　　

▲　

中
小
企
業
に
こ
そ

コ

ト
売
り
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ

が
求
め
ら
れ
る

と

奥
井
氏

　

懇
親
会
で
歓
談

右
か

ら

寺
町
副
会
長
、
井
上

会
長
、
佐
川
八
重
子
桜
ゴ

ル
フ
社
長
、
井
水
治
博
日

刊
工
業
新
聞
社
社
長

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

井

上
裕
之
会
長

愛
知
産
業
会

長

は
６
月

日
、
「
２
０

１
４
年
度
定
時
総
会
＆
特
別

講
演
会
」
を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス

東
京
都
千
代
田

区

で
開
い
た
。
井
上
会
長

は
「
安
倍
晋
三
政
権
の
経
済

政
策

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で

景
気
回
復
の
兆
し
は
あ
る

が
、
中
小
企
業
ま
で
効
果
が

波
及
し
て
い
な
い
。
追
い
風

を
味
方
に
つ
け
る
よ
う
に
、

今
こ
そ
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

が
一
つ
に
な
っ
て
が
ん
ば
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
、

年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
案
を
審
議
し
、
了
承

さ
れ
た
。

年
度
の
新
事
業

で
は
会
員
企
業
同
士
の
交
流

を
深
め
る
た
め
の
「
会
員
企

業
訪
問
シ
リ
ー
ズ
」
の
開

催
、
「
若
手
経
営
者
の
会
」

の
発
足
な
ど
を
決
め
た
。

　
特
別
講
演
会
は
元
ハ
ー
レ

ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
ジ
ャ
パ
ン

社
長
で
、
ア
ン
ク
ル
・
ア
ウ

ル
　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代

表
の
奥
井
俊
史
氏
を
招
き
、

「

モ
ノ
消
費

か
ら

コ

ト
消
費

へ
の
転
換
の
実

践
」
を
テ
ー
マ
に
開
い
た
。

奥
井
氏
は
「
相
手
は
ホ
ン

ダ
、
ヤ
マ
ハ
、
カ
ワ
サ
キ
の

巨
象
で
、
我
々
は
ア
リ
だ
っ

た
。
価
格
差
も
あ
り
、
正
攻

法
で
は
戦
え
な
か
っ
た
。
こ

の
た
め
発
想
を
転
換
し
た
。

ハ
ー
レ
ー
の
楽
し
さ
や
ブ
ラ

ン
ド
の
世
界
を
経
験
し
て
も

ら
っ
て

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
豊
か
に
な
る

こ
と
を
訴

求
し
、
新
規
顧
客
を
獲
得
し

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
顧
客
開
拓
の
一
環
と
し
て

「
販
売
店
な
ど
と
協
力
し
、

全
国
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
い

た
。
中
で
も
最
も
ハ
ー
レ
ー

ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

富
士

ブ
ル
ー
ス
カ
イ
ヘ
ブ
ン

だ
。
家
族
連
れ
も
多
く
、
来

場
者
の
約
６
割
は
潜
在
顧
客

だ
」
と
紹
介
。
そ
の
上
で

「
モ
ノ
自
体
で
は
な
く
、
モ

ノ
を
使
う
こ
と
で
得
ら
れ
る

楽
し
み
と
い
っ
た
心
理
的
価

値
を
訴
求
す
る

コ
ト
売
り

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

が
、
中

小
企
業
に
こ
そ
求
め
ら
れ

る
と
締
め
く
く
っ
た
。会
員

の
経
営
者
ら
約

人
が
熱
心

に
聴
講
し
、
メ
モ
を
と
る
姿

も
多
く
見
ら
れ
た
。
懇
親
パ

ー
テ
ィ
ー
で
は
寺
町
彰
博
副

会
長
Ｔ
Ｈ
Ｋ
社
長
が
「
奥

井
氏
の
講
演
は
非
常
に
参
考

に
な
っ
た
。
ク
ラ
ブ
会
員
も

ど
の
よ
う
に
潜
在
顧
客
を
囲

い
込
む
か
を
考
え
る
習
慣
を

身
に
つ
け
て
発
展
し
よ
う
」

と
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た
。

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
の
中
、
情
報
交
流
し
た
。

　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

内
藤
明
人
会
長

リ
ン
ナ

イ
会
長

と
岐
阜
産
業
人
ク

ラ
ブ

遠
藤
宏
治
会
長

カ

イ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
社

長

は
５
月

日
、
Ｏ
Ｓ
Ｇ

の
八
名
工
場

愛
知
県
新
城

市

と
グ
ロ
ー
バ
ル
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

同
豊
川

市

を
見
学
し
た
写
真
。

会
員
ら

人
が
参
加
し
た
。

　
八
名
工
場
で
一
行
を
出
迎

え
た
石
川
則
男
社
長
は
「
創

業
以
来

年
間
、
切
削
工
具

を
つ
く
り
続
け
て
き
た
。
何

か
で
世
界
一
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
」
と
し
た
上

で
、
「
世
界
中
か
ら
ニ
ー
ズ

を
集
め
、
真
摯
に
対
応
し
、

し
ん
し

お
客
さ
ま
に
か
わ
い
が
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
１
本
で
も

受
注
し
、
ど
の
よ
う
な
ニ
ー

ズ
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

　
続
い
て
石
田
修
八
名
工
場

長
か
ら
「
こ
こ
は
１
９
９
０

年
に
稼
働
し
た
タ
ッ
プ
専
門

工
場
。
当
社
の
国
内
外

工

場
の
中
で
も
世
界
一
の
生
産

量
を
誇
っ
て
お
り
、
マ
ザ
ー

工
場
に
な
っ
て
い
る
。
生
産

設
備
の

％
は
自
社
製
品
。

年
に
入
っ
て
か
ら
受
注
が

急
回
復
し
、
月
産
１
０
０
万

本
に
な
っ
た
」
な
ど
と
説
明

を
受
け
た
。
材
料
出
庫
、
成

形
か
ら
熱
処
理
、
研
削
、
後

処
理
、
検
査
ま
で
全
工
程
の

製
造
現
場
を
見
学
。
定
温
管

理
さ
れ
、
自
然
光
が
差
し
込

む
工
場
内
は
清
潔
感
に
あ
ふ

れ
て
お
り
、
見
学
者
は
熱
心

に
見
入
っ
て
い
た
。

　
一
方
、
グ
ロ
ー
バ
ル
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
は
開
発

部
門
と
切
削
試
験
室
を
置
い

て
お
り
、
製
品
開
発
の
中
核

を
担
う
。
試
験
室
に
は
最
新

の
工
作
機
械
が
所
狭
し
と
設

置
さ
れ
て
い
て
参
加
者
の
目

を
引
い
た
。
敷
地
内
に
は
ホ

テ
ル
並
み
の
宿
泊
設
備
を
完

備
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
も
あ

る
。
顧
客
が
安
心
し
て
工
具

の
技
術
情
報
を
収
集
で
き
る

よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
、

顧
客
と
の
接
点
を
大
切
に
す

る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
た
。

三
輪
精
機
本
社

工
場
を
訪
問

埼
玉
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
埼

玉
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

小
原

敏
治
会
長

小
原
歯
車
工
業

社
長

は
６
月
３
日
、
「
じ

っ
く
り
訪
問
シ
リ
ー
ズ
第

弾
」
で
、
三
輪
精
機
本
社
・

本
社
工
場

埼
玉
県
川
越

市

を
訪
問
し
た
。
末
永
昭

社
長
の
あ
い
さ
つ
、
時
田
俊

彦
常
務
に
よ
る
会
社
概
要
説

明
の
後
、
工
場
内
を
見
学

写
真

し
た
。
会
員
ら

人
が
参
加
し
た
。

　
本
社
工
場
で
は
マ
シ
ニ
ン

グ
セ
ル
、
５
軸
・
複
合
旋
盤

な
ど
が
あ
る
加
工
ラ
イ
ン

や
、
各
工
程
間
の
製
品
移
動

を
コ
ン
ベ
ヤ
ー
で
自
動
搬
送

す
る
内
製
組
立
ラ
イ
ン
な
ど

を
見
学
。
参
加
者
か
ら
「
本

当
に
工
場
が
き
れ
い
。
自
分

の
と
こ
ろ
も
も
っ
と
が
ん
ば

ら
な
く
て
は
」
と
い
っ
た
声

が
あ
っ
た
ほ
か
、
工
場
で
働

く
女
性
の
割
合
や
営
業
戦
略

な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
質
問

が
あ
っ
た
。
小
原
会
長
は

「
正
直
な
と
こ
ろ
度
肝
を
抜

か
れ
た
。
本
日
は
本
当
に
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
川
瀬
幸
久
氏
　
中
京
社

長

名
古

屋
市
中
川

区
松
の
木

町
１
の

、
０
５

２
・
３
６
１
・
５
５
３
１
、

切
削
工
具
の
製
造
販
売

　

ダ
イ
ヤ
精
機
の

諏
訪
社
長
訪
問

茨
城
ロ
ー
ズ

ウ
ー
マ
ン
会

　
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

高

橋
日
出
男
会
長

協
立
製
作

所
社
長

の
女
性
部
会
「
ロ

ー
ズ
ウ
ー
マ
ン
会
」
は
６
月

５
日
、
ダ
イ
ヤ
精
機

東
京

都
大
田
区
、
諏
訪
貴
子
社

長

を
訪
問
し
た

写

真

。
諏
訪
社
長
か
ら
２
代

目
社
長
就
任
の
い
き
さ
つ
、

社
内
改
革
手
法
、
経
営
理

念
、
経
営
方
針
、
経
営
目
標

の
組
み
立
て
方
、
人
材
確
保

・
育
成
な
ど
の
幅
広
い
分
野

に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。
県

内
企
業
の
経
営
者
、
東
京
産

業
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
会
の
会

員
ら
を
合
わ
せ
て
計
８
人
が

参
加
し
た
。

　
工
場
で
は
１

マ
イ

ク
ロ
は
１
０
０
万
分
の
１

を
研
磨
す
る
職
人
の
技
に
目

を
見
張
っ
た
。
町
工
場
な
ら

で
は
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
、
技
術
力
の
高
さ
を
肌

で
感
じ
、
参
加
者
か
ら
「
従

業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
大
切
さ
を
痛
感
し

た
」
「
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
悩
み
が
吹
き
飛
ん
だ
」

と
い
っ
た
声
が
あ
っ
た
。
参

加
者
一
同
、
諏
訪
社
長
か
ら

パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
有
意
義

な
企
業
訪
問
に
な
っ
た
。

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｔ

Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

佐
藤
達

雄
会
長

ア
ー
ベ
ル
ソ
フ
ト

会
長

は
５
月

日
、
群
馬

方
面
へ
の
一
日
工
場
見
学
会

を
開
き
、
富
士
重
工
業
の
群

馬
製
作
所
矢
島
工
場

写

真
、
太
田
市

と
ミ
ツ
バ
新

里
工
場

桐
生
市

を
訪
問

し
た
。
会
員
企
業
、
大
学
か

ら

人
が
参
加
し
た
。

　
富
士
重
工
業
の
矢
島
工
場

で
は
会
社
概
要
の
紹
介
ビ
デ

オ
を
観
賞
後
、
担
当
者
か
ら

「
年
間

万
台
の
生
産
能
力

を
有
す
る
。
約
２
６
０
社
の

協
力
会
社
か
ら
２
万
８
０
０

０
点
あ
ま
り
の
部
品
を
仕
入

れ
て
完
成
車
を
組
み
立
て

る
。
国
内
の
ほ
か
、
海
外
１

１
０
カ
国
以
上
に
輸
出
し
て

い
る
」
と
説
明
を
受
け
た
。

　
ま
た
工
場
で
は
世
界
最
大

級
の
５
０
０
０

プ
レ
ス
を

導
入
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
キ
ン

グ
工
程
、
ロ
ボ
ッ
ト
溶
接
ラ

イ
ン
な
ど
を
見
学
。
車
体
に

さ
ま
ざ
ま
な
艤
装
品
を
取
り

ぎ
そ
う

付
け
る
複
数
車
種
混
載
ラ
イ

ン
で
は
「
ボ
ン
ネ
ッ
ト
に
貼

り
付
け
た
紙
の
指
示
書
と
Ｉ

Ｃ
タ
グ
に
よ
る
指
示
で
、
混

載
各
車
の
艤
装
品
を
取
り
付

け
る
」
な
ど
と
説
明
を
受

け
、
参
加
者
は
驚
い
た
様
子

だ
っ
た
。
さ
ら
に
歴
代
の

「
ス
バ
ル
」
を
展
示
し
て
い

る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
も
見
学
し

た
。

　
ミ
ツ
バ
の
新
里
工
場
で
は

柳
沢
正
夫
担
当
部
長
か
ら

「
ブ
ラ
シ
レ
ス
モ
ー
タ
ー
で

世
界
ト
ッ
プ

。
２
輪
の
ス

タ
ー
タ
ー
モ
ー
タ
ー
で
は
世

界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
」
と
会
社

概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
そ
の
後
、
「
Ｑ
Ｃ
Ｄ
の

徹
底
」
と
「
管
理
の
極
小

化
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に

設
計
さ
れ
た
各
種
組
み
立
て

ラ
イ
ン
を
見
学
。
「
モ
ノ
の

形
を
変
え
な
い
プ
ロ
セ
ス
は

全
て
無
駄
。
ス
イ
ッ
チ
を
押

す
手
間
も
不
要
」
な
ど
と
ラ

イ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て
教

え
て
も
ら
っ
た
。

　
ま
た
鍛
造
工
程
で
は
「
歯

車
も
鍛
造
で
作
っ
て
い
る
。

切
削
の
よ
う
に
切
り
粉
が
出

な
い
。
作
業
性
も
高
い
」
と

説
明
を
受
け
た
。
内
製
メ
ッ

キ
ラ
イ
ン
、
パ
ワ
ー
ウ
イ
ン

ド
ー
用
モ
ー
タ
ー
の
高
速
組

み
立
て
ラ
イ
ン
な
ど
も
見
学

し
た
。


